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論 文 内 容 の 要 旨
1.本論文の 目的
人間の攻撃性は古 ぐか ら人々の関心を引いてきたテーマである。人間の本性と社会の運命につい













2.3つ のパースペ クテ ィブ
攻撃性に関する諸理論の共通点と相違点を整理すると、それらを3っ のグループに分けることが






































作用を重視 したことで、 このアイデアを定式化 した水圧モデルは動機付けの一般理論としても興味




Lorenzが論 じた攻撃抑制機構 は心理学者 によって実証的にも検討 されている。本論文では、他
者の苦痛に対する共感反応に焦点を当て、その攻撃抑制の心理過程を検討 した(第4章)。 実証的











































っの結実を見せている。本論文では、 これに関する様々の理論 と研究を取 り上げ、情動発散説を取



















ら行動変化を分析 し、それを攻撃行動 にも応用 してきた。彼 らは特に環境要因の役割に注目して知







能説はTedeschi(Tedeschi&Felson,1994)や著者自身(大 渕,1987)によって展開されて きた も
のである。彼らは、自己と他者に対する人々の認知や判断過程、人間関係を規制する暗黙の社会的




















症、それにパラノイ ド認知という二つの問題を取 り上げて分析 した(第12章)。前者は臨床研究者
によって論 じられてきたものであるが、本論文では、機能説の立場か ら彼 らとは異なる病理形成の
図式を提起 した。 タイプA研究者は攻撃性の高い人に高血圧症が多いと主張 し、他方、精神分析家
は攻撃を抑制する人が高血圧症になりやすいと主張 してきた。 しかし、 これらは矛盾するものでは
ない。なぜな ら、両者 とも怒 りを抱 きやすいという特徴があり、また、攻撃的すぎる人 も攻撃を抑
制 しすぎる人も人間関係においてス トレスを経験 しやすいからである。それ故、怒 りと心身症の分
析においても社会的機能説の観点が不可欠であることを論 じた。
パラノイ ド認知は他者に対 して敵意帰属をしやすい傾向で、 これが反応決定過程を攻撃的方向に
歪めると考え られる(大渕,1984)。この傾向が高い人は挑発事態において攻撃 的になりやす く、
また、他者の友好的変化に反応しないことが見出されている。 これは、彼 らが社会的相互作用にお
いて他者からの敵意を予期するためと思われる。 こうした彼 らの反応傾向は、Dodge(Dodge&
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代表 される。Lorenzが論 じた攻撃抑制機構 は近年心理学者によって多角的に検討されているが、
本論文では、他者の苦痛に対する共感反応に焦点を当て攻撃抑制の心理過程を検討する。実証的
知見にもとついて、他者の苦痛に対する攻撃抑制は反射的でも画一的でもな く、情動的 ・認知的
要因によって反応の強度と方向は影響され、時には抑制ではな く攻撃昂進が起 こることす らある
ことを明 らかにし、共感と攻撃抑制は被害者に対する熟知度など認知的条件 に依存するとす る。
論者自身の実証的な知見をもとに共感の攻撃抑制を検討 し、従来の自動過程モデルに代わる分岐
モデルを提案する。








欲求不満説を修正 したL.Berkowi七zの攻撃不快情動説は、攻撃は一定の事象経験 によ って喚
起されるが、最 も重要な要因は事象そのものではなく経験か ら生ずる不快感情であるとして攻撃










会的機能 性を展開 してきた社会心理学者 として論者自身およびJ.T.Tedeschi、をあげる。 この
立場は、自己と他者に対す る人々の認知や判断過程、人間関係を規制する暗黙の社会的規範など























を当てて論者が提起する 「攻撃の二過程モデル」は、精緻な理論的検討 と論者 自身による30に及ぶ
実証的研究のデータのもとに提起されたもので、すでに国際的にも高 く評価 されている。 このモデ
ルの妥当性の全体的検討と多様な社会現象への応用性にっいては関連学問分野での今後の展開を侯
たなければならないが、心理学か らの攻撃性研究の最先端をいく影響力をもった理論 モデルである
と評価される。
よって本論文の提出者は、博士(文 学)の 学位を授与されるに十分な資格を有するものと認めら
れる。
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